
演者は、2021年から毎年約3か月間ウガンダ農村部で一般家庭に住み込み、無償の創傷およ

び皮膚潰瘍の治療活動を行っている。現地では創部を放置したまま生活する人たちがおり、医

療従事者であっても患者の創部を処置せず投薬のみ行うことさえある。また、皮膚潰瘍にはガン

ダ語の呼称がある症候が存在し、その治療法には伝統医療が結びつけられ西洋医療が否定さ

れていた。このような状況のなかで、演者は創傷や皮膚潰瘍を早く治癒するにはどのように治療

をすすめたらよいのかを葛藤してきた。異文化でのケアリングについて報告する。

ウガンダ農村部における創傷治療活動
第53回 RIDCマンスリー研究セミナー

2026年2月18日（水）
12：00～13：00

川崎医科大学形成外科教室

山崎  由佳

オンライン開催

＊オンライン開催のため、ご参加希望の方は事前申し込みをお願いします。折り返し、参加用URLをお送りします。

https://forms.gle/5Loqt88rtXLvGWwBA

文明動態学研究所　ridc@okayama-u.ac.jp

日　時

スピーカー

場　所

お申し込み先

お問い合わせ先

お申し込み締め切り 2月17日 12：00

形成外科医師　


